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評価日2025年10月8日
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【保育・教育理念】
はなぞの会の保育理念が日常の保育・教育に反映されているか
理念に基づき、全体的な計画を策定し、職員と話し合い確認し合いながら保育実践をしている。保育者一人ひとりが保育目標、保育方針の理解を深めるよう会議や話し合いを大切にしている。子どもが自ら考え工夫し、協力し合い、新たなことに挑戦し、困りごとを乗り越える力が保育理念にある「生きる力」であり、環境や関わりなど保育にとって大切なもの繋がっていると園長、主幹ともにヒアリングで述べており記録も確認できた。







【人権尊重】
常に子どもの立場にたって、子どもの成長に最善となるような取組（関わり・配慮）がなされているか
子どもの人権を守るとはどういうことなのか、研修や会議を通して職員に伝えている。また、保育士の悩みや不安など職員間で話し合えること、大人が相手の意見を尊重し相手の考えを知ろうとする意識が子どもの人権尊重につながるとの意識をもって職員指導されている。「子どもの権利条約」を掲示し、職員だけでなく保護者にも啓蒙している。







【情報保護】
個人情報の保護は適切であるか
職員の秘密保持の誓約書、保護者の同意書など、個人情報保護規定に基づき適切に管理運営されている。






【苦情対応】
意見や苦情に対して適切に対応できているか
入所時と毎年度初め、全保護者対象にご意見ご要望解決システムについて説明しており、園内に掲示、HPからの対応もできる。説明すべきところを事前に説明することを丁寧に行っている。




【保健・衛生】
園児の感染症等の情報提供、日常の健康観察や感染症の拡大防止等の取り組みがなされているか
マニュアルに基づき職員が確認し合って計画を立てている。
事故発生防止委員会を開催し、保健衛生、安全に関する話し合い、研修を行っている。日々の健康観察を家庭と共有し、適切な取り組みがされている。








[bookmark: _Hlk210656748]【安全】
救急・防犯・避難訓練等を通して、職員・園児の安全対応能力の向上を図るための取り組みがなされているか
安全計画に基づき、様々な状況に対応するための訓練、研修、会議、行事が行われている。（避難訓練、津波避難、交通安全、水遊び、不審者対応、AED訓練、花火教室などの家庭教育、防犯など）
ヒヤリハットのデータをもとに会議で確認し、原因の分析をし、危険に対する認識を共有し事故防止に取り組んでいる。








【運営】
施設・設備の環境や管理等、運営は適切になされているか
職員配置、必要面積などの設置基準を十分に満たし、安全で安心して快適に生活できる環境を園全体で意識し対応している。遊具、おもちゃ、施設の老朽化や品質チェックなどもチェック表をもとに定期的に行っており、適切な運営がされている。






【環境美化】
園内外の清掃、モノの整理整頓、清潔で整然とした環境になっているか。また、季節感等が感じられる工夫がなされているか。
室内のあちこちに季節を感じられるような自然物の装飾があり、室内外は掃除が行き届き清潔で安全である。
ヒアリングで、装飾してあるものは季節感だけでなく、素材、色、配置などを意識して統一感を大切にしているという。こども、保護者、来客が「きれいだな、落ち着くな「整っていて気持ちいいな」と感じて欲しいという。その思いが伝わるキレイで落ち着く空間である。










【保育室】
室内の環境が子どもの発達に合わせて工夫され、玩具等適切に配置されているか。
乳児クラスは発達差、月齢差の幅が広いために、発達を確認する表を参考にして環境設定している。幼児クラスも同様に支援の必要な子どもに適したおもちゃを用意し、生活に必要な表示などの工夫を施し、どの保育室も活動動線に配慮している。机上あそび、絵本、役割あそび、構成あそび、積木などバランスを考えて配置し、おもちゃの種類や数が豊富で、感触や安全性に配慮し手作りおもちゃも多く用意されている。







【保育内容】
全体的な計画に基づき、「歳児別保育目標」を意識した保育が展開されているか。
０歳児
・担当保育士など特定の大人との愛着関係、信頼関係を基盤として、生理的・情緒的な欲求が適切に満たされることで安心して生活する
１歳児
・様々な欲求や自己主張など、自我の育ちを十分に受け止めてもらいながら、大人との信頼関係を基盤として自ら関わろうとする意欲が高まる
２歳児
・大人との安定した関係の中で、自分のことを自分でしようとする意欲が高まる。また、自分の意志や欲求を言葉で表現し、言葉を交わし合う喜びを知る
３歳児
・自分についての認識と同時に身近な環境への認識が少しずつ深まり、大人とだけでなく、子ども同士での関わりを楽しむ。
４歳児
・子ども同士の遊びが豊かに展開し、仲間といる楽しさや喜びを感じると同時に自己主張のぶつかり合いや悔しさなどさまざまな葛藤も経験する。
５歳児
・経験や知識を生かし、創意工夫を重ね、仲間と協力して遊びを発展させる。仲間への信頼感や自分への自信を持ち、就学への意欲が高まり期待を抱く。
全体的な計画から年齢ごとの年間計画、月の計画に落とし込み、保育理念と計画が繋がるっていることが確認できた。幼児の異年齢交流、乳児の育児担当制で一人ひとりの発達を考慮して必要な環境、関わりについて意識して保育を実践している。
保育者の個々の主観ではなく、保育目標、保育方針が日々の保育に理解したうえで実践できていることが確認できた。











【全体を通して】

計画を疎かにせず、保育理念を意識して、保育者の理解を深めている園の姿勢が感じられた。「計画が机上のものではなく現状に活かされるようになり、大人の好きなことや得意なことに偏りがちだったが、保育者の意識に変化が見られるようになってきた」とヒアリングでの話があったが、理念に基づき、計画に沿って子ども一人ひとりの発達を意識して保育実践していることがわかった。
園長と主幹保育教諭との信頼関係に基づくやりとりがヒアリングでも感じられた。











